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顔写真

界面や溶液中の分子の構造や動きをレーザー分光法で観る

研究概要 研究のプロセス・研究事例

　化学は分子の科学です。自然現象を分子という視点から理解するこ

とが目標の一つです。分子は小さく、動きも速いため、その一連の過

程を実測するのは困難です。これを実現する手段の一つが分光法と呼

ばれる手法です。数々の分光法があり、それぞれには、その分光法に

しかない特徴があります。私たちは、分光法の特徴を生かして、その

分光法でしか観ることのできない分子の構造や動きを捉えることを目

標に研究しています。研究の対象には、私たち生物の体内ではたらく

分子（タンパク質や脂質）のような複雑なものから、水のような液体

まで、広く興味を持って取り組んでいます。

全反射ラマン分光法という界面敏感な（界面にある分子のシグナルだけ

を実測できる）方法を用い、界面にあるモデル膜と水溶液中の膜結合性

の分子の相互作用を捉える取り組みを行っています。固体と液体の界面

（固液界面）には、平面の脂質二分子膜を準備できます。この膜は、基

板支持脂質二分子膜（Supported Lipid Bilayer：SLB）と呼ばれます。

SLBは、細胞膜のモデルの一つです。界面にだけ用意できることや、配

向が良く定まっていることが、このモデル膜の大きな特徴です。

私たちの実験方法は次の通りです。SLBを固液界面に、溶液側に膜結合

性の分子を準備しておきます。左下の図に示した通りです。図では、膜

結合性の分子として、アラメチシンという膜結合ペプチドの絵を示して

います。ここに、全反射を利用した界面敏感なラマン分光を適用するこ

とで、界面にある膜（SLB）と相互作用しているペプチドを、そうでな

いものに比べて高感度検出します。ラマン分光で得られるシグナル（ラ

マンスペクトル）は、分子の構造や配向に敏感です。膜と相互作用して

いるペプチドのスペクトルから、その構造や配向を調べることができま

す。

これまでに、アラメチシンやグラミシジンという膜結合ペプチドに適用

して、SLBと結合したペプチドのスペクトルを得ることができていま

す。現在は、より質の良いスペクトルを得るために実験方法や装置の改

善に取り組んでいます。また、より使いやすい方法に改善することや、

固液界面だけでなく、液体と液体の界面にも適用できるような装置に拡

張することにも取り組んでいます。

分子拡散,界面,過渡回折格子法,振動分光

分子科学会,日本化学会,日本分光学会
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全反射を利用した界面敏感なラマン分光で、固液界面のモデル膜と
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